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お の こまち きちよう そうし 

小 野の 小町、 几帳の 陰に 草紙 を 読んで いる。 そこへ 

突然 黄泉 の 使が 現れる。 黄泉の 使 は 色の 黒 い 若者。 

うさぎ 

しかも 耳 は 兎 の 耳で ある。 

小町 (驚きながら) 誰です、 あなた は？ 

使 黄泉の 使です。 

小町 黄泉の 使！ ではもう わたし は 死ぬ のです 

か？ もうこの 世に はいられな いのです か？ まあ、 

少し 待って 下さい。 わたし はま だ 二十 一 です。 まだ 美 

しい 盛りな のです。 どうか 命 は 助けて 下さい。 



い つ てんばん じょう ようしゃ 

使 いけません。 わたし は 一天万乗の 君で も 容赦 

しない 使な のです。 

なさけ 

小町 あなた は 情 を 知らないので すか？ わたし 

ふかく さ しょうしょう 

が 今 死んで 御覧なさい。 深 草の 少 将 はどうす るで 

しょう？ わたし は 少将と 約束し ました。 天に 在って 

は 比翼の鳥、 地に 在って は 連理の 枝、 II ああ、 あの 

約束 を 思う だけで も、 わたしの 胸 は 張り裂ける ようで 

す。 少将 はわた しの 死んだ こと を 聞けば、 きっと 歎き 

死に 死んで しまう でしよう。 

使 (つまらな そうに) 歎き 死が 出来れば 仕 合せで 

す。 とにかく 一 S は 恋された のです から、 …… しかし 



とも 

そんな こと はどうで もよ ろしい。 さあ 地獄へ お 伴し ま 

しょう。 

小町 いけません。 いけません。 あなた はま だ 知ら 

ない のです か？ わたし はた だの 体ではありません。 

もう 少将の 胤 を 宿して いるので す。 わたしが 今 死ぬ と 

すれば、 子供 も、 —— 可愛い わたしの 子供 も 一し よに 

死ななければ なりません。 (泣きながら) あなた は そ 

L -、 やみ 

れ でも 好い と 云う のです か？ 闇から 闇へ 子供 を やつ 

て も、 かまわな いと 云う のです か？ 

使 (ひるみながら) それ は お子さんに はお 気の毒 

えんまおう 

です。 しかし 閻魔 王の 命令です から、 どうか 一 しょに 



来て 下さい。 何、 地獄 も 考える ほど、 悪い ところでは 

ありません。 昔から 名高い 美人 や 才子 はたいて い 地獄 

へ 行って います。 

おに ら せつ 

小町 あなた は 鬼です。 羅剎 です。 わたしが 死ねば 

少将 も 死にます。 少将の 胤の 子供 も 死にます。 三人と 

もみん な 死んで しまいます。 いえ、 それば かりで は あ 

りません。 年と つたわた しの 父 や 母 もき つと 一し よに 

死んで しまいます。 二 層 泣き 声を立てながら) わた 

し は 黄泉の 使で も、 もう 少し 優しい と 思って いました。 

使 (迷惑そう に) わたし はお 助け 申したい のです 



小町 (生き返つ たように 顔 を 上げながら) では ど 

うか 助けて 下さい。 五 年で も 十 年で も かまいません。 

じゅみょう 

どうか わたしの 寿命 を 延ばして 下さい。 たった 五 年、 

たった 十 年、 —— 子供 さえ 成人 すれば 好い のです。 そ 

れ でもい けない と 云う のです か？ 

使 さあ、 年限 はかまわない のです が、 —— しかし 

あなた を つれて 行かなければ 代りが 一 人 入る のです。 

あなたと 同じ年 頃の、 …… 

小町 (興奮しながら) では 誰でも つれて 行って 下 

さい。 わたしの 召使いの 女の 中に も、 同じ年の 女 は 二 

あこぎ こまつ 

三人い ます。 阿漕で も 小 松で も かまいません。 あなた 



の 気に入つ たの を つれて 行って 下さい。 

使 いや、 名前 も あなたの ように 小町と 云わな けれ 

ばいけ ない のです。 

小町 小町！ 誰か 小町と 云う 人 はいなかった かし 

ら。 ああ、 います。 います。 (発作的に 笑い出し なが 

たまつ くリ こまち 

ら) 玉 造の 小町と 云う 人が います。 あの人 を 代りに 

つれて 行って 下さい。 

使 年 も あなたと 同じく らいです か？ 

小町 ええ、 ちょうど 同じく らいです。 ただ 綺麗で 

はありません が、 —— 器量な ど はどうで も かまわない 

のでしょう？ 



使 (愛想よ く) 悪い 方が 好い のです。 同情し ずに 

すみます から。 

小町 (生き生きと) では あの人に 行って 貰って 下 

さい。 あの人 はこの 世に いるよりも、 地獄に 住みたい 

と 云って います。 誰も 逢う 人が いない ものです から。 

使 よろしい。 その 人 を つれて 行きましょう。 では 

お子さん を 大事に して 下さい。 (得々 と) 黄泉の 使 も 

情 だけ は 心得て いるつ もりな のです。 

使、 突然 また 消え失せる。 

小町 ああ、 やっと 助かった！ これ も 日頃 信心す 

る 神 や 仏のお 計らいであろう。 (手 を 合せる) 八百万 



じつぼう しょ ぼさつ うそ は 

の 神々、 十 方の 諸 菩薩、 どうか この 噓の 剝げ ませぬ よ 

うに。 

二 

よ み たまつ くり こまち せ お あんけ つどう 

黄泉の 使、 玉 造の 小町 を 背負いながら、 闇 穴 道 を 歩 

いて 来る。 

小町 (金 切 声 を 出しながら) どこへ 行く のです？ 

どこへ 行く のです？ 

使 地獄へ 行く のです。 

小町 地獄へ！ そんな はずはありません。 現に 



きのう あ ベ せいめい じゅみょう 

昨日 安倍の 晴明も 寿命 は 八十 六と 云 つ ていました。 

おんみよ うじ 

使 それ は 陰陽師の 噓 でしよう。 

小町 いいえ、 噓 ではありません。 安倍の 晴 明の 云 

うこと は 何でも ちゃんと 当る のです。 あなた こそ 噓を 

ついている のでしょう。 そら、 返事に 困って いるで は 

ありま せんか？ 

どくはく 

使 (独白) どうも おれ は 正直す ぎる よう だ。 

ご-つじよ-つ 

小町 まだ 強情 を 張る つもりな のです か？ さあ、 

は < じょ-つ 

正直に 白状して おしまいなさい。 

使 実は あなたに はお 気の毒で すが、 …… 

小町 そんな こと だろうと 思って いました。 「お 気 



の 毒です が、」 どうした のです？ 

お の こまち お 

使 あなた は 小 野の 小町の 代りに 地獄へ 堕ちる こと 

になった のです。 

小町 小 野の 小町の 代りに！ それ はまた 一 体 どう 

したんです？ 

み も ふかく さ しょうしょう 

使 あの人 は 今 身持ち だそう です。 深 草の 少将の 

胤と か を、 …… 

ふんぜん 

小町 (憤然と) それ を ほんとう だと 思った のです 

か？ 噓で すよ。 あなた！ 少将 は 今でも あの人のと 

ももよが よ 

ころへ 百夜 通い をして いるく らいです もの。 少将の 胤 

を 宿す の はおろ か、 逢った こと さえ 一度 も あり はし ま 



せん。 噓も、 噓も、 真 赤な 噓で すよ！ 

使 真 赤な 噓？ そんな こと はま さかない でしよう。 

小町 では 誰に でも 聞いて 御覧なさい。 深 草の 少将 

の 百夜 通いと 云えば、 下司の 子供で も 知っている はず 

です。 それ を あなた は噓 とも 思わずに、 …… あの人の 

代りに わたしの 命 を、 …… ひどい。 ひどい。 ひどい。 

(泣き 始める) 

使 泣いて はいけ ません。 泣く こと は 何もない ので 

すよ。 (背中から 玉 造の 小町 を 下す) あなた は 始終 こ 

の 世よりも、 地獄に 住みたがって いたでしょう。 して 

見れば わたしの 欺され たの は、 反って 仕 合せで はあり 



ません か？ 

小町 (嚙 みつき そうに) 誰が そんな こと を 云った 

のです？ 

使 (怯ず 怯ず) やっぱり さっき 小 野の 小町が、 … 

ずう ずう 

小町 まあ、 何と 云う 図々 しい 人 だ！ 噓 つき！ 

きゅうび かた あま てんぐ 

九 尾の 狐！ 男たら し！ 騙り！ 尼 天狗！ おひき 

ずり！ もうもうもう、 今度 顔 を 合せた が 最後、 きつ 

と 喉笛に 嚙 みついて やる から。 口惜しい。 口惜しい。 

ヒ み 

口惜しい。 (黄泉の 使 を こづき まわす) 

使 まあ、 待って 下さい。 わたし は 何も 知らな かつ 



たのです から、 まあ、 この 手 を ゆるめて 下さい。 

小町 一 体 あなたが 莫迦ではありません か？ そん 

ま 

な噓を 真に 受ける と は、 …… 

使 しかし 誰でも 真に 受けます よ。 …… あなた は 何 

か 小 野の 小町に 恨まれる ことで も あるので すか？ 

小町 (妙に 微笑す る) あるよう な、 ないような、 

…… まあ、 あるの かも 知れません。 

使 すると その 恨まれる ことと 云う の は？ 

小町 (軽蔑す るよう に) お 互に 女ではありません 

か？ 

使 なるほど、 美しい 同士で したつけ。 



小町 あら、 可愛いで はありません か？ ちょいと 

さわ うさぎ 

わたしに 触らして 下さい。 わたし は 兎が 大好きな の 

おもち- ャ 

ですから。 (使の 兎の 耳 を 玩弄に する) もっと こっち 

へい らっしゃい。 何だか わたし は あなたの ためなら、 

死んでも 好い ような 気がし ますよ。 

使 (小町 を 抱きながら) ほんとうで すか？ 

小町 (半ば 眼 を 閉じた まま) ほんとう ならば？ 

使 こうす るので す。 (接吻しょう とする) 

小町 (突きの ける) いけません。 

使 では、 では § なのです か？ 

小町 いいえ、 嘘ではありません。 ただ あなたが 本 



気 かどう か、 それさえ わかれば 好い のです。 

使 では 何でも 云いつ けて 下さい。 あなたの 欲しい 

ひねず み かわごろも ほうらい 

もの は 何です か？ 火 鼠の 裘 です か、 蓬萊の 玉の 

つばめ こやす がい 

枝です か、 それとも 燕の 子安貝で すか？ 

小町 まあ、 お待ちなさい。 わたしのお 願 はこれ だ 

けです。 —— どうか わたし を 生かして 下さい。 その 代 

りに 小 野の 小町 を、 II あの 憎らしい 小 野の 小町 を、 

わたしの 代りに つれて 行って 下さい。 

使 そんな こと だけで 好い のです か？ よろしい。 

あなたの 云う 通りに します。 

小町 きっとで すね？ まあ、 嬉しい。 きっとなら 



ば、 …… (使 を 引き寄せる) 

使 ああ、 わたし こそ 死んで しまい そうです。 

三 

おおぜい しんしょう ほこ と けん ひつ さ 

大勢の 神将、 あるいは 戟を 執り、 あるいは 剣を提 

げ、 小 野の 小町の 屋根 を 護って いる。 そこへ 黄泉の 使、 

そうろう 

蹌踉と 空へ 現れる。 

神将 誰 だ、 貴様 は？ 

使 わたし は 黄泉の 使です。 どうか そこ を 通して 下 



使 何が 悪名です？ 小町 はほんと うに、 噓 つきの 

男たら しではありません か？ 

神将 まだ 云うな。 よしよ し、 云うならば 云って 見 

ろ。 その 耳 を 二つと も 削いで しまう ぞ。 

使 しかし 小町 は 現に わたし を …… 

ふんぜん ほこ く おうじょう 

神将 (憤然と) この 戟を 食らって 往生し ろ！ (使 

に 飛び かかる) 

使 助けて くれえ！ (消え失せる) 



ご こじき かれす すき 

数十 年後、 老いた る 女 乞食 二人、 枯 芒の 原に 話して 

たまつ くリ 

いる。 一 人 は 小 野の 小町、 他の 一 人 は 玉 造 の 小町。 

小 野の 小町 苦しい 日ば かり 続きます ね。 

玉 造の 小町 こんな 苦しい 思い をす るより、 死んだ 

方が まし かも 知れません。 

ごと よ 

小 野の 小町 (独り 語の ように) あの 時に 死ねば 好 

かった のです。 黄泉の 使に 会った 時に、 …… 

玉 造の 小町 おや、 あなた もお 会いに なった のです 

か？ 

小 野の 小町 ( 疑 深そう に) あなた もと 仰 有る の 

は？ あなた こそお 会いに なった のです か？ 



玉 造の 小町 (冷やかに) いいえ、 わたし は 会い ま 

せん。 

小 野の 小町 わたしの 会った の も 唐の 使です。 

しばらくの 間 沈黙。 黄泉の 使、 忙しそう に 通 りか 

かる。 

玉 造の 小町 J 

小 野の 小町 L 黄泉の 使！ 黄泉の 使！ 〔# 「黄泉の 

使！ 黄泉の 使！」 は 2 行の 中央、 括弧 は 2 行に わたる 波 括 

黄泉の 使 誰です、 わたし を 呼びと めた の は？ 

玉 造の 小町 (小 野の 小町に) あなた は 黄泉の 使 を 



御存知で はありません か？ 

小 野の 小町 (玉 造の 小町に) あなた も 知らないと 

はおつ しゃれますまい。 (黄泉の 使に) このかた は 玉 

造の 小町です。 あなた はとうに 御存知でしょう。 

玉 造の 小町 このかた は 小 野の 小町です。 やっぱり 

あなたのお 馴染でしょう。 

使 何、 玉 造の 小町に 小 野の 小町！ あなたがたが、 

—— 骨 と 皮ば かりの 女 乞食が！ 

小 野の 小町 どうせ 骨と 皮ば かりの 女 乞食です よ。 

玉 造の 小町 わたしに 抱きつい たの を 忘れた のです 

か？ 



使 まあ、 そう 腹 を 立てずに 下さい。 あんまり 変つ 

ていた ものです から、 つい 口 をヒら せた のです。 ：：： 

時に わたし を 呼びと めた の は、 何 か 用で も あるので す 

か？ 

小 野の 小町 あります とも。 あります とも。 どうか 

黄泉へ つれて 行って 下さい。 

玉 造の 小町 わたし も 一し よに つれて 行って 下さい。 

じょ-つ だん 

使 黄泉へ つれて 行け？ 冗談 を 云って はいけ ま 

せん。 また わたし を 欺す のでしょう。 

玉 造の 小町 あら、 欺し などす る ものです か！ 

小 野の 小町 ほんとうに どうか つれて 行って 下さい。 



使 あなたがた を！ (首 を 振りながら) どうも わ 

たしに は 受け合われません。 また ひどい 目に会う の は 

嫌です から、 誰か ほかの ものに お頼みなさい。 

小 野の 小町 どうか わたし を 憐れんで 下さい。 あな 

なさけ 

たも 情 は 知つ ている はずです。 

玉 造の 小町 そんな こと を 云わずに、 つれて 行って 

下さい。 きっと あなたの 妻になります から。 

使 駄目です。 駄目です。 あなたがたに かかり 合う 

と —— いや、 あなたがた ばかりで はない、 女と 云う や 

つに かかり 合う と、 どんな 目に会う かわかり ません。 

とら によ やしゃ たとえ 

あなたが たは 虎よりも 強い。 内心 如 夜叉の 譬 通りで 



す。 第一 あなたがたの 涙の 前に は、 誰でもき 気 地が な 

くな つてし まう。 (小 野の 小町に) あなたの 涙な ど は 

凄い ものです よ。 

小 野の 小町 嘘です。 嘘です。 あなた はわた しの 涙 

などに 動かされた ことはありません。 

はだみ 

使 (耳に も かけずに) 第二に あなたが たは 肌身 さ 

まか 

え 任せば、 どんな ことで も 出来ない こと はない。 (玉 

造の 小町に) あなた は その 手 を 使った のです。 

玉 造の 小町 卑しい こと を 云う の はおよ しなさい。 

あなた ^ J そ 恋 を 知らな いのです。 

むとんじゃく 

使 (やはり 無頓着に) 第三に、 —— これが 一 番恐 



かみよ 

ろしい のです が、 第三に 世の中 は 神代 以来、 すっかり 

だま 

女に 欺され ている。 女と 云えば か弱い もの、 優しい も 

のと 思い こんでいる。 ひどい 目に会わ すの はいつ も 男、 

会わされ るの はいつ も 女、 —— そうより ほかに 考えな 

い。 その 癖 ほんとう は 女の ために、 始終 男が 悩まされ 

さんじゅう ばんじん 

ている。 (小 野の 小町に) 三十 番神を 御覧なさい。 わ 

たしば かり 悪 ものにして いたでしょう。 

かみ ほとけ わるぐち 

小 野の 小町 神仏の 悪口 はおよ しなさい。 

使 いや、 わたしに は 神仏よりも、 もっと あなたが 

たが 恐ろしい のです。 あなたが たは 男の 心 も 体 も、 自 

もて あそ 

由 自在に 弄 ぶこと が 出来る。 その上 万 一 手に 余れば、 



世の中の 加勢 も 借りる ことが 出来る。 このく らい 強い 

もの はありますまい。 また ほんとうに あなたが たは 日 

え じ.？ 

本国 中 至る ところに、 あなたがたの 餌食に なった 男の 

屍骸 を まき 散らして います。 わたし はまず 何よりも 先 

へ、 あなたがたの 爪に かからな いように、 用心し なけ 

れば なりません。 

小 野の 小町 (玉 造の 小町に) まあ、 何と 云う 人 聞 

きの 悪い、 手前勝手な 理窟でしょう。 

玉 造の 小町 (小 野の 小町に) ほんとうに 男の わが 

あき よ み 

ままに は 呆れ返って しまいます。 (黄泉の 使に) 女 こ 

えじき 

そ 男の 餌食です。 いいえ、 あなたが 何と 云っても、 男 



の 餌食に 違いありません。 昔 も 男の 餌食でした。 今 も 

男の 餌食です。 将来 も 男の、 …… 

使 (急に 晴れ晴れと) 将来 は 男に 有望です。 女の 

だいじょう だいじん けびいし えんまおう 

太 政 大臣、 女の 検非違使、 女の 閻魔 王、 女の 三十 番神、 

—— そういう ものが 出来る とすれば、 男 は 少し 助かる 

でしよう。 第一 に 女 は 男 狩りの ほかに も、 仕 栄えの あ 

る 仕事が 出来ます から。 第二に 女の 世の中 は 今の 男の 

世の中 ほど、 女に 甘い はずはありません から。 

小 野の 小町 あなた はそんな にわたし たち を 憎い と 

思って いるので すか？ 

玉 造の 小町 お憎みなさい。 お憎みなさい。 思い 



切って お憎みなさい。 

使 (憂鬱に) ところが 憎み 切れない のです。 もし 

憎み 切れる とすれば、 もっと 仕 合せに なって いるで 

しょう。 (突然 また 凱歌 を 挙げる ように) しかし 今 は 

大丈夫です。 あなたが たは 昔の あなたがた ではない。 

骨と 皮ば かりの 女 乞食です。 あなたがたの 爪に はか か 

りません。 

玉 造の 小町 ええ、 もう どこへ でも 行って しまえ！ 

小 野の 小町 まあ、 そんな こと を 云わずに、 …… こ 

れ、 この 通り 拝みます から。 

かれす すき 

使 いけません。 では さようなら。 (枯 芒の 中に 消 



える) 

小 野の 小町 どうしましょう？ 

玉 造の 小町 どうしましょう？ 

一 一人と も そこ へ 泣き伏して しまう。 

(大正 十二 年 二月) 
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